
令和６年第２回西予市議会定例会総務常任委員会会議録 

 

１．招 集 年 月 日 令和６年６月１９日 

１．招 集 の 場 所 第１委員会室 

           第３委員会室 

１．開 会 令和６年６月１９日 

           午前８時５７分 

１．閉      会 令和６年６月１９日 

           午後０時５１分 
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    副委員長  信宮 徹也 

    委員    まつもとみき 

    委員    山本 英明 

    委員    井関 陽一 

    委員    二宮 一朗  

１．欠 席 委 員 

  な  し 

１．出 席 説 明 員 

   総務部長        山住 哲司 

政策企画部長      大野本 敦 

   消防本部消防長     宇都宮憲治 

   教育部長        谷口 佳代 

   会計管理者       岩本 博文 

   議会事務局長      片山 勇一 

   総務課長        山崎 德博 

   危機管理課長      宇都宮 博 

   財政課長        安岡 克敏 

   まちづくり推進課長   安田  司 

   政策推進課長      原井川英一 

   デジタル推進課長    浦田 和喜 

教育総務課長      宮中 英希 

   学校教育課長      青木 志郎 

   まなび推進課長     大﨑 伸一 

   消防総務課長      山本 清久 

   防災課長        平  達也 

   西予市消防署長     坂本 弘治 

   西予市消防署野村支署長 德山  隆 

   総務課長補佐      佐藤陽一郎 

総務課長補佐      岡本 夕佳 

危機管理課長補佐    三好 栄治 

   財政課長補佐      三瀬 一也 

財政課長補佐      正司 哲朗 

   まちづくり推進課長補佐 松本 義博 

   地域づくり活動センター推進室長 

               清家 昌弘 

    

政策推進課長補佐    大森 恵津 

デジタル推進課長補佐  上甲 宏之 

教育総務課長補佐    橋本 欽司 

   学校教育課長補佐    桝田寿美子 

学校教育課長補佐    清家 真二 

せいよ西学校給食センター長 

            三好俊一郎 

   まなび推進課長補佐   高木 邦宏 

   消防総務課長補佐    植木 宏次 

   会計課長補佐      沖野 貴洋 

   危機管理課係長     伊勢  忠 

   危機管理課係長     井上 一善 

   まちづくり推進課係長  兵頭 孝明 

   地域づくり活動センター推進室係長 

               三好 祐介 

   政策推進課係長     橋本 直美 

   デジタル推進課係長   清水 昭吾 

   学校教育課係長     名本 拓朗 

   消防総務課係長     兵頭 英樹 

１．出席議会事務局職員 

   書記  瀧川 健二 

１．会議に付した事件  

 議案第６３号 西予市特別職の職員の給与の特

例に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

 議案第６４号 西予市駐車場条例の一部を改正

する条例制定について 

 議案第６６号 西予市過疎地域持続的発展計画

の変更について 

 議案第６７号 令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号） 

 議案第７２号 西予市消防署災害対応特殊消防

ポンプ自動車の取得について 

 議案第７３号 西予市消防署災害対応特殊救急

自動車の取得について 

 請願第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を

政府に求める請願 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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   開会 午前８時57分 

 

○信宮副委員長 

これより令和６年第２回定例会総務常任委員会

を開会いたします。開会にあたり委員長より挨拶

があります。 

○竹﨑委員長 

委員長が挨拶を行う。 

○信宮副委員長 

それでは次に、山住総務部長より挨拶をお願い

いたします。 

○山住総務部長 

山住総務部長が挨拶を行う。 

○信宮副委員長 

議案審査に移る前に注意事項を申し上げます。

発言の際は挙手の上、委員長の許可を得て発言し

てください。それではこれよりの進行は委員長が

行います。 

 

【総務部】 

【総務課】 

○竹﨑委員長 

それでは、ただいまから本日の審査に入ります。

まず初めに、総務課の審査を行います。 

議案第 63 号「西予市特別職の職員の給与の特

例に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」を議題といたします。 

山崎課長の説明を求めます。 

○山崎総務課長 

議案第 63 号「西予市特別職の職員の給与の特

例に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」御説明を申し上げます。 

議案書は２ページとなります。 

先般の本会議において、理事者が提案理由を申

し上げましたとおり、管家市政３期において、６

つの変革とともに、喫緊の課題対応として、医療

福祉改革、人口減少対策、防災・減災対策を３本

柱に、事業の重点化を図り、推進することを掲げ

たところです。しかしながら、本市の財政状況に

ついては、行財政改革に鋭意取り組んでいますが、

依然として不安定な社会経済情勢の中で、特に、

人口減少に起因する諸課題が深刻化しており、今

後さらに厳しさを増すことが想定されるところで

ございます。 

今回の改正は、今後においても予想される厳し

い財政状況を踏まえ、山積する行政課題に積極的

に立ち向かい、西予市の明るい未来を築くための

事業の財源確保の一助とするため、市長等の特別

職の給料等を、それぞれ任期期間中において、引

き続き市長 10％、副市長７％、教育長４％を現

行の給料額から減額するものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

山崎課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○まつもと委員 

10％、７％、４％額で教えてもらってもいいで

すか。 

○山崎総務課長 

１月分でございますが、市長が 8 万 6820 円、

副市長が 4 万 7124 円、そして教育長が 2 万

2504 円となっております。 

○まつもと委員 

期間なんですけど、６月 28 日からとなってい

るのは、議会の議決後だと思うんですが、これ遡

ることは出来ますか。 

○山崎総務課長 

議決後となりますので、この６月 28 日をもっ

て進めたいと考えております。 

○山住総務部長 

ただいまの御質問ですけれども、不利益遡及に

なりますので、あくまでも議決後の適用というこ

とで、この本条例は上程させていただいておりま

す。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

ほかにないようですので、以上で質疑を終結と

いたします。 

お諮りいたします。議案第 63 号「西予市特別

職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例制定について」原案に賛成の委員の挙手

を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 
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挙手多数により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。 （休憩 午前９時７分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。   （再開 午前９時８分） 

続きまして、同じく総務課の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」総務課所管分についてを議題と

いたします。 

山崎課長の説明を求めます。 

○山崎総務課長 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」のうち総務課所管分について説

明をさせていただきます。 

予算書 15 ページから 46 ページまでの歳出予算

に掲載しています一般会計の各科目別職員給与費

補正予算につきましては、総務課にて一括して説

明をさせていただきます。 

当初予算の職員給与費は、昨年の当初予算編成

時点での正職員数と、年度末の退職予定者数及び

新年度の新規採用予定者数を見込んで所要額を計

上しておりますが、４月１日付け人事異動により、

各課の職員数及び年齢構成等に変動がありました

ので、補正予算にて科目別職員給与費の計上額を

調整するものです。 

今回の一般会計における職員給与費全体の補正

額は 224 万円の増額で、補正後の職員給与費の総

額は 40 億 3690 万 1000 円となります。増額の主

な理由といたしましては、４月以降の給与等の実

績値により、今後の見込額を見直したことや、子

ども子育て支援法等の一部改正に伴う児童手当の

拡充により、令和６年 10 月分以降の支給額の増

加及び共済費の掛金負担率の増加によるものでご

ざいます。なお、総務課所管以外の会計年度任用

職員給与費の補正予算につきましては、予算を計

上している各担当課から所管の常任委員会にて説

明を行います。 

続きまして、予算書は 15 ページをお開きくだ

さい。 

2 款総務費、1 項総務管理費、1 目一般管理費

の一般管理費庶務事業（秘書）において、12 節

委託料を 34 万 8000 円増額いたしております。内

容といたしましては、昨年 12 月 26 日愛媛県の観

光イメージ向上のための情報発信をする愛媛・伊

予観光大使愛称がいよかん大使でございますが、

西予市出身の中村舞さんが就任されたことに伴い、

中村さん御本人をふるさと西予市へお招きし、市

長対談を行うために要する費用を計上するもので

ございます。中村さんは、瀬戸内を拠点に活動す

るアイドルグループＳＴＵ４８のメンバーでござ

います。今回の対談の模様は、市の広報紙等にお

いて紹介する予定としており、中村さんの今後の

活躍を応援するとともに、当市で育つ子どもたち

に将来への夢と希望を与えていただけるものと期

待しております。 

以上で総務課所管分の説明を終わります。よろ

しく御審議の上、御決定くださいますようお願い

申し上げます。 

○竹﨑委員長 

山崎課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

課長の説明の中で会計年度任用職員については

各課でいう話だったんですけれども人事として、

今年度、会計年度職員を採用しなくなった数です

ね。どのぐらいの数が減ったのかというところが

分かれば教えていただきたいと思います。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 13 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 13 分） 

○山崎総務課長 

会計年度任用職員の数でございますが、令和６

年が 600 名、そして令和５年度が 590 名となって

10 名の増員となっております。 

○二宮委員 

一般事務のところの会計年度任用職員を採用し

ないということで、減るんかなと理解しとったん

ですけど、そうではないんですか。 

○山崎総務課長 

増員の要因といたしましては、合併後、職員数

の削減を進める中で、行政サービスの維持、また

新たな行政サービスに対応する必要もあることか

ら、非正規職員の任用も踏まえて対応していると

いうことから、増加しているものと考えておりま

す。 

○二宮委員 
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そうするとですね、今回一般事務の中で会計年

度任用職員が減った部署の仕事の在り方というか、

そういうところはもちろん考えておられるとは思

うんですけども、支障はないのかどうかちょっと

お伺いをいたします。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 15 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 15 分） 

○山崎総務課長 

会計年度任用職員の職務ですが、今のところ正

常に働いていると考えております。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 15 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 17 分） 

○山本委員 

会計年度任用職員さんですけども傾向というか

職種というか事務系、技術系そういうふうな中身

の傾向はどういうふうな傾向なんでしょうか。 

○山崎総務課長 

今現在、数字把握しておりませんので、後ほど

提出させていただきたいと思います。 

○まつもと委員 

会計年度任用職員のフルタイムとパートタイム

あるということだったんですが、それぞれ人数を

教えてください。 

○山崎総務課長 

令和６年４月時点でございますが、パートが

438 人、フルが 162 人となっております。 

○まつもと委員 

今日じゃなくてもいいんですが、この会計年度

任用職員さんへの福利厚生として、パートタイム

とフルタイムで何があってどう違うかが知りたい

のでまた教えてください。 

○山崎総務課長 

後ほど提出させていただきたいと考えておりま

す。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

それでは以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」総務課所管

分について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 20 分） 

 

【危機管理課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 23 分） 

続きまして、危機管理課の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」危機管理課所管分についてを議

題といたします。 

宇都宮課長の説明を求めます。 

○宇都宮危機管理課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」の危機管理課所管分

について、予算書に基づき御説明申し上げます。

まず、歳出から御説明させていただきます。 

予算書の 39 ページを御覧ください。 

9 款消防費、1 項消防費、4 目災害対策費とし

て、1167 万 6000 円の増額補正を計上するもので

す。これにつきましては、事業概要１段目防災行

政無線・情報システム整備事業では、昨年度末、

防災行政無線の中継局であります堂所山中継所の

アンテナ同軸ケーブルが、げっ歯類の小動物によ

ると思われる噛み跡により発信電波が低下したた

め、アンテナ同軸ケーブルの修繕をいたしました

が、その際、ケーブルの噛み跡から、同軸避雷器

内にも浸水していることが分かり、今回同軸避雷

器の修繕にかかる費用として、修繕料 35 万

8000 円、また、市内には、防災行政無線の中継

局が４カ所ありますが、堂所山中継所以外の３カ

所の中継所に、げっ歯類生物から同様の事態を未

然に防ぐため、防リスケーブルカバーを設置し、

ケーブルを保護する費用として、配線改修業務委

託料 49 万 5000 円合計 85 万 3000 円を計上いたし

ました。 

事業概要２段目、防災対策推進事業では、トイ

レカー購入に要する費用 964 万 4000 円と、西予

市防災訓練費用 80 万円合計 1044 万 4000 円を計

上いたしました。 
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トイレカーは、令和６年能登半島地震により、

避難施設のトイレが使えないなど不衛生な状況下

でありましたが、全国の自治体からトイレカーが

迅速に派遣され、被災住民の健康被害等の発生防

止に寄与するとともに、被災地支援の方々の衛生

面でも有効であったことを改めて認識したところ

であります。 

本市におきましても、不測の事態に備えるため

軽トラックをベースとした洋式２室タイプのトイ

レカー１台を購入する費用として、リサイクル手

数料及び登録手数料 12 万 1000 円、自動車保険料

1 万 4000 円、備品購入費 950 万 2000 円、公課費

7000 円合計 964 万 4000 円を計上いたしました。 

また、国の自主防災組織等活性化推進事業の採

択に伴い、城川町土居地区及び明浜町狩浜地区で

実施する市主催の防災訓練の費用として、報償金

16 万 4000 円、消耗品費 52 万円、食糧費 9 万円、

使用料 2 万 6000 円合計 80 万円を計上いたしまし

た。 

今年度の訓練の内容といたしましては、令和６

年能登半島地震の教訓を踏まえ、衛星携帯電話を

活用した通信訓練、関係機関と連携した物資の輸

送、簡易トイレ等の防災資機材を使った避難生活

訓練など、孤立が発生した場合を想定した訓練内

容を盛り込む計画としております。 

続いて歳入について御説明いたします。 

予算書 14 ページを御覧ください。 

トイレカー購入に係る財源といたしましては、

21 款市債、1 項市債、6 目消防債の防災対策推進

事業（トイレカー）として 850 万円の緊急防災・

減災事業債を 100％充当して予算計上しておりま

す。また、予算書７ページに地方債補正を追加し

ております。 

続きまして、予算書 12 ページを御覧ください。 

西予市防災訓練の財源といたしましては、

14 款国庫支出金、3 項委託金、7 目消防費委託金、

自主防災組織等活性化推進事業委託金として、

100 万円を計上いたしております。なお、当初予

算で 20 万円の歳出を計上させていただいており

ますので、一般財源から財源の組替えを行い、今

回の補正予算歳出 80 万円との合計 100 万円を全

額充当しております。 

続きまして、14 ページを御覧ください。 

20 款諸収入、5 項雑入、4 目雑入、9 節消防費

雑入、地域活性化センター助成金 117 万 7000 円

の減額補正でございます。 

一般財団法人地域活性化センターの事業助成金

を申請しておりましたが、残念ながら不採択とな

りました。この事業は、モデル地区野村町農友に

おける避難所運営マニュアルの策定及び訓練の取

組を行い、令和７年度以降市内への啓発等を含め

た横展開を図る事業計画です。事業助成金は不採

択になりましたが、自主的な避難所運営は、自助、

共助の強化に必要であるとともに、令和６年能登

半島地震により、地域による避難所運営の重要性

がクローズアップされるなど、実施の必要性がご

ざいますので、財源を一般財源として実施する計

画でございます。 

以上で、議案第 67 号「令和６年度西予市一般

会計補正予算（第２号）」についての説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議の上、御決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

宇都宮課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

39 ページの防災対策推進事業なんですが、土

居が当たっておりますので、地域で話したりして

るんですけどその内容なんですが、ドローンの操

作何かを考えたりはされてませんか。 

○宇都宮危機管理課長 

今訓練の内容は検討中でありますが、ドローン

もできれば実施したいなというふうに考えており

ます。 

○山本委員 

それの内容は地域の要望といいますか希望なん

かも聞いていただけるような部分はあるんですか。 

○宇都宮危機管理課長 

地域の御意向を聞きながら実施したいと考えて

おります。 

○信宮副委員長 

同じく防災対策推進事業。トイレカーのことに

ついてお伺いしたいと思います。いざ災害になり

ましたら、やはりこのトイレカー能登半島でも活

躍されましたように、非常に便利に使えるんでは

ないかと思います。でもその災害以外で使用の予

定というか、例えば市内各種のお祭りとかがある
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わけなんですけれども、そのときには仮設のトイ

レなんかで対応してると思うんですが、その辺り

に使用したりとか、ほかに例えば住民がウオーキ

ングイベントなんかをするときに、やはりトイレ

の問題が出てくるので、そういうところに貸出し

の申出があったら使用ができるのか、災害以外で

使えるのかどうかお伺いしたいと思います。 

○宇都宮危機管理課長 

トイレカーにつきましては、平時においても、

市内で開催されるイベント等で利用していただく

ように計画しております。 

○二宮委員 

私も今のトイレカーの件なんですけれども、一

般質問のときにお話しされてたように、値段が高

騰しているというお話あったんですけど、軽トラ

ック仕様でこれだけかなというのは、本当ちょっ

と驚きましたが、今信宮委員も言われましたけど

いろんなイベントももちろんありますし、西予市

地域がこれだけ広いということもありますんで、

いざ南海トラフ等を考えたときに、やっぱり避難

場所を考えたときに、やっぱり今後も、増やして

いく必要があるんじゃないかなと。台数をね、そ

ういうところは計画される予定はあるんでしょう

か。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 34 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 35 分） 

○山住総務部長 

ただいまの二宮委員の御質問でございますけれ

ども、トイレカーの追加につきましては、今年度

最初導入をいたしますが実績等も踏まえた上での

判断ということになります。必要性は十分に認識

はいたしておりますけれども、今後の運用方法等

の中で将来的な導入を進めるかどうかについては

判断をさせていただきたいと思います。 

○二宮委員 

防災訓練の件なんですけれども、地域づくり活

動センター単位ぐらいで、今まで、防災訓練をし

てない地域というのはあるのかどうかちょっと教

えていただきたいと思います。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 36 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 37 分） 

○宇都宮危機管理課長 

実施してないとこもありますので、後で詳細な

データを提出したいと思います。 

○井関委員 

トイレカーのほうに戻るんですけども、トイレ

カー軽トラでも 960 万円というような大きい金額

になっとるんですが、これエンジンつきで経費も

かかるしっていうところなので、牽引できるタイ

プであれば、いつでも、普段はそんなに使うもの

ではないので、牽引できるタイプのものがいいん

じゃないかなと思うんですが、そうするとトイレ

の数も増やせると思うので、牽引ができるような

タイプのトイレカーというのを考えていただいた

らと思うんですがいかがですか。 

○宇都宮危機管理課長 

牽引につきましては、免許も別途必要になろう

かと思いますので、これも今後検討してまいりた

いと思います。 

○まつもと委員 

私もトイレカーちょっと１点聞かせてください。

トイレカーのスペック。何人トイレしていっぱい

になってしまうのか知りたいんですが。 

○宇都宮危機管理課長 

今回、導入しますトイレカーにつきましては、

約 100 回分というふうな資料になっておりますけ

れど、いっぱいになりましたらバキュームカーの

ほうで吸い取りますので、人数的には吸い取った

らまたゼロから始まりますので、使えるようにな

ると思います。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 40 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 40 分） 

○二宮委員 

今の 100 人が使用できることやったんですけれ

ども、２室ということを最初お聞きしましたが、

１室ずつで 100 なのか、あと仕様等あれば教えて

ください。 

○宇都宮危機管理課長 

先ほど 100 回っていうのは、２室で 100 回です。

1 台で 100 回使えるという仕様になっております。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 
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 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

それでは以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」危機管理課

所管分について、原案に賛成の委員の挙手を求め

ます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 42 分） 

 

【財政課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 45 分） 

続きまして、財政課の審査に移ります。 

議案第 64 号「西予市駐車場条例の一部を改正

する条例制定について」を議題といたします。 

安岡課長の説明を求めます。 

○安岡財政課長 

それでは審査していただきます議案第 64 号

「西予市駐車場条例の一部を改正する条例制定に

ついて」御説明申し上げます。 

議案書５ページをお開き願います。 

この条例は、自動車を利用する外来者の一時的

な利便に寄与し、もって地域の発展に寄与するた

め、駐車場の管理運用等を定めているものであり

ます。今回の一部改正は、野村支所庁舎建設事業

に伴い、一時的に休止していました西予市野村第

１駐車場について、旧野村支所解体工事の完了に

伴って、供用を開始するに当たり、その位置を改

正するためのものでございます。 

なお、供用開始日は、工事進捗状況によること

がありますので、施行日は具体的な工事完了日が

明らかになった後に、規則で定めることとしてお

ります。 

以上説明といたします。よろしく御審議の上、

御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

安岡課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○二宮委員 

駐車場の停めれる台数と、あと野村支所跡とい

うことなんですけど、この駐車場がもう最終なの

か、今後何年かしたらこれを何かにするとか、そ

ういう計画があっての更地なのかちょっと教えて

いただきたいと思います。 

○安岡財政課長 

まず最初に旧支所跡地面積は 1,130 平方メート

ルにアスファルト舗装を施し、普通自動車 41 台

を駐車することが出来ます。もう１つの御質問に

ついてなんですけども、今回の駐車場整備で、支

所周辺の整備は完了ということになります。 

○二宮委員 

今の野村支所の建物の駐車台数を含めると、全

部で何台停めれるようになるんでしょうか。 

○安岡財政課長 

現在、新支所庁舎１階部分に 39 台、２階玄関

前に 12 台の計 41 台を駐車することが出来ます。

あわせまして 82 台の車両を駐車することができ

ることとなります。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 49 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前９時 50 分） 

○安岡財政課長 

今ほどの答弁について修正させていただきます。

現在、新支所庁舎 1 階部分に 39 台、２階玄関前

に 12 台となりますので合計 51 台となりまして、

新たな駐車場を含めますと 92 台の車両を駐車す

ることができることとなります。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

ほかに質疑はないようですので、以上で質疑を

終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 64 号「西予市駐車

場条例の一部を改正する条例制定について」原案

に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり

可決することに決しました。 

続いて、同じく財政課所管分の審査を続いて行

います。議案第 67 号「令和６年度西予市一般会
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計補正予算（第２号）」財政課所管分についてを

議題といたします。 

安岡課長の説明を求めます。 

○安岡財政課長 

それでは続きまして、議案第 67 号「令和６年

度西予市一般会計補正予算（第２号）」のうち財

政課所管分について御説明いたします。 

最初に歳出予算から御説明いたします。 

予算書の 17 ページをお開き願います。 

2 款総務費、1 項 5 目財産管理費、市有財産維

持管理事業 2723 万 6000 円の減額でございますが、

再生可能エネルギーの導入に係る調査研究の事業

において、エネルギー構造高度化転換理解促進事

業費国庫補助金により検証委託事業を実施予定で

ありましたが、当該補助金が不採択となったこと

に伴い、事業を中止し委託料を減額するものでご

ざいます。 

続きまして歳入予算を御説明いたします。 

予算書の 13 ページをお開き願います。 

18 款繰入金、2 項 1 目財政調整基金繰入金でご

ざいますが、財政調整基金は財源が不足する場合

において、当該不足額の補充財源として繰り入れ

るものでありまして、今回の補正では、8525 万

6000 円増額するものでございます。 

34 目公共施設整備基金繰入金でございますが、

産業建設常任委員会にて審議いただきます経済振

興課所管の文化の里施設管理運営事業における、

宇和米博物館教室改修事業、農業水産課所管の城

川農産物振興施設管理運営事業における道の駅き

なはい屋しろかわのトイレ改修工事に係る財源と

して 450 万円を増額し、充当するものでございま

す。 

以上、説明とさせていただきます。よろしく御

審議の上、御決定くださいますようお願い申し上

げます。 

○竹﨑委員長 

安岡課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○まつもと委員 

財政調整基金から繰り入れるということで、財

政調整基金残りお幾らになったのか教えてもらっ

てもいいですか。 

○安岡財政課長 

財政調整基金の残高ということについてお答え

いたします。令和５年度末の財政調整基金の残高

が 18 億 8243 万円の見込みとなります。令和６年

度２号補正今回の補正でありますが、この補正を

編成した後の見込みとなりますけども、9 億

7104 万円の残高となります。 

○二宮委員 

厳しい財政の中で、財政事情の中で御苦労され

ている財政課とは理解をしておりますが、各課が

事業を提案してくるというか、査定のときですけ

ど、いろんな事業新規事業等言うてくると思うん

ですけれども、そういったときの財源の、もちろ

ん国のメニューはちゃんと出てると思うんですが、

国の外郭団体がしてるようなところは、いろんな

事業をしてて、そっから補助金みたいながあった

り、返さなくてもいいようなお金とかいうのも結

構あるんじゃないかなと思うんですけども、そう

いうところはもう各課が自分でやるのか、財政課

がアドバイスをして、こういうのをあるよみたい

な、そういうのもあるのか、ちょっとそういうと

ころのちょっと、内部事情でしょうけど、教えて

いただきたいと思います。 

○安岡財政課長 

財源の調達についてお答えいたします。予算編

成方針の中で、財源の調達については触れており

まして、それぞれの所管で行いたい事業における

財源を自らが調達してくるようにということで記

載させていただいております。先ほど議員お話の

ありました国、県補助金以外にも、その他の団体

ありますので、そちらのほうの情報収集に努めて、

自らが財源調達するという方向で現在進めており

ます。 

○二宮委員 

例えばそれが純粋な民間の企業の事業であって

も、受け入れるというか、大丈夫ということでし

ょうか。 

○安岡財政課長 

すぐこういう場合はということはちょっと思い

つかないところがありますが、財源調達すること

が可能であると判断するのは、財政課の予算査定

時において行うこととしておりますので、適正な

ものであるかということを判断した上で、予算化

するということにさせていただいております。 

○まつもと委員 
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今の点ちょっと私の理解が薄くてすみませんが、

財政課からは、各課に財源調達のアドバイスはし

てなくて、それぞれの課でやってくださいという

ことでいいですね。 

○安岡財政課長 

基本的には、それぞれの予算を要求したい側で、

財源も調達してくださいよということで方針は出

しておりますが、財政課においても、当然財源調

達、借金になりますが地方債とか、そういうこと

もありますので、外部からの補助金とか、その辺

も査定時には、事前に調査した上で、助言なりは

するようにはしております。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

それでは以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」財政課所管

分について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前９時 59 分） 

 

【政策企画部】 

【まちづくり推進課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時８分） 

これより、まちづくり推進課所管分の審査を行

います。審査に先立ちまして、大野本部長より挨

拶をお願いいたします。 

○大野本政策企画部長 

大野本部長が挨拶を行う。 

○竹﨑委員長 

それでは、まちづくり推進課の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

補正予算（第２号）」まちづくり推進課所管分に

ついてを議題といたします。 

安田課長の説明を求めます。 

○安田まちづくり推進課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」のうちまちづくり推

進課所管分につきまして、補正予算書に基づき御

説明を申し上げます。 

歳入歳出予算事項明細書で御説明をさせていた

だきます。まず、歳出予算から説明させていただ

きます。 

予算書の 21 ページを御覧ください。 

2 款総務費、8 項地域振興費、1 目地域振興費

補正額 135 万 3000 円の減額補正でございます。 

事業概要欄の事業ごとに御説明いたします。ま

ず、移住交流促進事業の 350 万円の減額補正です

が、財源の一部としておりました国庫補助金デジ

タル田園都市国家構想交付金が不採択となりまし

たので、事業の精査を行い西予市移住交流促進支

援事業で予定しておりましたゲストハウス、シェ

アハウス整備に係る補助を４件から、既に実施す

るよう計画が固まっている２件に削除しておりま

す。 

次に、地域活動助成事業の 150 万円の減額補正

につきましては、一般財団法人地域活性化センタ

ーに申請しておりました、令和６年度地方創生に

向けてがんばる地域応援事業が不採択になり、助

成金を減額するものです。 

職員給与費の増額補正につきましては、総務課

から一括で説明されましたので省略をさせていた

だきます。 

次に、43 ページを御覧ください。 

10 款教育費、6 項文化振興費、1 目文化振興総

務費、補正額 1267 万 5000円の増額補正でござい

ます。 

事業概要欄を御覧ください。文化振興総務費庶

務事業 625 万円の増額補正でございますが、事前

に資料を配付させていただいているとおり、西予

市で開催されるシネマバードに関する経費を計上

しております。このシネマバードは、俳優の斎藤

工氏が企画し、地方において映画館が減少する中、

全国を回り、劇場体験の少ない子どもたちや地域

に同じ空間で感動を共有する大切さを伝えるため

に、映画とライブという体験を鳥のように届ける

プロジェクトでございます。 

このイベントは、シネマバード実行委員会が本

年９月 29 日に乙亥会館をメイン会場として開催

することとなっており、映画の上映やトークショ

ー、お笑いライブ、ミニコンサートが予定されて

おりますが、今後、実行委員会、愛媛県と協議し
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ながら詳細を決定いたします。シネマバード開催

の経緯でございますが、実行委員会から愛媛県を

通じて、県内で平成 30 年豪雨災害の被災地とし

て、大洲市、西予市、宇和島市が候補地として選

定され、今年の１月下旬に３市を視察し、３月に

西予市に決定されました。 

今回の増額補正でございますが、事業費

2500 万円のうち、シネマバード実行委員会が半

額の 1250 万円を負担し、残りを県と市が折半し

て負担することとなっており、西予市は 625 万円

となりましたので、今回負担金として増額補正す

るものであります。 

次の職員給与費の増額補正につきましては、総

務課から一括で説明されましたので省略させてい

ただきます。 

次に、14 ページを御覧ください。続きまして、

歳入予算について御説明いたします。 

20 款諸収入、5 項雑入、4 目雑入、補正額

4849 万 5000 円の増額補正のうち、まちづくり推

進課分は、2 節総務費雑入の先ほど歳出で説明し

ました地域活性化センター助成金を減額するもの

です。 

以上で、議案 67 号「令和６年度西予市一般会

計補正予算（第２号）」のまちづくり推進課所管

分についての御説明とさせていただきます。よろ

しく御審議の上、御決定くださいますようお願い

申し上げます。 

○竹﨑委員長 

安田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○井関委員 

文化振興総務庶務事業の 625 万円の分なんです

が、総額が 2500 万円ということで、かなりの金

額なんですけども、これ大体何にどのぐらいのお

金がかかるのか、大ざっぱでいいですけど分かり

ますか。 

○安田まちづくり推進課長 

シネマバードの事業費の内訳というところにな

ろうかと思いますが、まだ細かい内容については

示されておりませんが、これまでの経費の内訳を

見ますと、これまでに実施されたところの状況を

見ますと、イベントの製作費、ゲストなどの出演

料、映画の放映権料、備品、旅費、人件費、イベ

ント映画制作費が予定されております。 

○井関委員 

この時は斎藤工さんも来られるんですか。 

○安田まちづくり推進課長 

来ていただくようになっております。 

○まつもと委員 

このシネマバードの事業なんですけど、招待者

1,000 人想定で、乙亥会館とどすこいパークで実

施。乙亥会館は招待者のみで、どすこいパークは

フリー、招待されてない人はどすこいパークに行

くことはできるという意味ですか。 

○安田まちづくり推進課長 

どすこいパーク周辺でイベントを計画、準備し

ております。そこについては、招待者以外の方も、

参加していただいて結構です。 

○まつもと委員 

招待者は、ここに実行委員会から、開催地周辺

の児童生徒、保護者、野村学園入所者を提案とい

うことで限定されているわけですけど、この乙亥

会館のほうは入れないって、乙亥会館で映画上映

ですよね。一般の方というか招待されてない方の

枠は一切ないっていうことでしょうか。 

○安田まちづくり推進課長 

乙亥会館の定員がどうしても 1,000 人というと

ころがあります。その中で、斎藤工さん実行委員

会の思いがありまして、子どもたちを中心に招待

をするように計画しております。その他の方につ

きましては、これ検討中という内容ではあるんで

すけどどすこいパークのほうでも、映画等流せた

らということで、検討してもらっているという状

況でございます。 

○まつもと委員 

映画館が減少した。南予地域にも映画館ないで

すから野村町で開催ということにとやかく言うつ

もりないんですけど、映画に触れる機会がないの

は、西予市の子どもたち全員かなと思いますので、

少しでも一般枠というか、子どもたち限定でもい

いので設けてもらえたらなとは思ってます。 

○二宮委員 

この児童生徒というのは、西予市全体の児童生

徒という意味でとらえていいんでしょう。野村だ

けで限定されとるんでしょうか。 

○安田まちづくり推進課長 

開催地が野村ですので、野村周辺の学校の生徒
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を中心に、可能な範囲で募集については検討して

いきたいと考えております。まだ、詳細にここの

学校呼びましょうとかいうところまで決まってい

ないものですから、以上の答弁とさせていただき

ます。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

それでは、以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」について、

原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 24 分） 

 

【政策推進課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時 27 分） 

続きまして、政策推進課所管分の審査に移りま

す。 

議案第 66 号「西予市過疎地域持続的発展計画

の変更について」を議題といたします。 

原井川課長の説明を求めます。 

○原井川政策推進課長 

それでは議案第 66 号「西予市過疎地域持続的

発展計画の変更について」御説明を申し上げます。

議案書 14 ページになろうかと思いますがよろし

くお願いします。 

国では過疎地域への対策として、昭和 45 年度

に過疎地域対策緊急措置法が制定されて以降、５

次にわたる時限立法措置により、今日まで産業の

基盤整備、生活環境整備等を始め医療、介護、福

祉の確保、文化、教育の振興など過疎地域の自立

に向けた総合的な施策が講じられ、地域社会の活

性化が図られてまいりました。 

本市におきましても、法に基づき令和３年度に

令和７年度までの５カ年の過疎地域持続的発展市

町村計画を策定し、過疎対策事業債を始めとする

過疎地域の持続的発展のための財政上の特別措置

を活用しているところでございます。 

議案書の 15 ページ新旧対照表を御覧いただき

たいと思います。 

今回の変更につきましては、令和６年度過疎地

域持続的発展支援交付金を活用し、小規模分散型

水循環システムによる過疎地域における持続的な

給水モデル実証事業を実施するため、新旧対照表

のとおり、本計画にその概要や事業名等を追加す

るものでございます。 

事業の概要といたしましては、雨水や井戸水等

を浄化、利用し、使用後の生活排水を再生循環し

て利用する小規模分散型水循環システムを集落内

複数の住宅に接続することにより、人口減少が進

み大型投資が困難であることや、少子高齢化によ

り地域の飲料水供給施設の維持管理が厳しいとい

った課題を解決する給水モデルとして、確立が可

能かどうかの実証を行うものです。なお、事業は

上下水道課が担当となっております。 

また、先ほど述べさせていただいた本事業の財

源となる過疎地域持続的発展支援交付金につきま

しては、本年５月 24 日付けで交付申請書を提出

し、６月４日付けで国からの交付決定を受けてお

ります。この持続的給水モデル実証事業の追加に

伴う本計画の変更について、過疎地域の持続的発

展の支援に関する特別措置法第８条の規定により

議会の議決をお願いするものでございます。 

以上よろしく御審議の上、御決定くださいます

ようお願いいたします。 

○竹﨑委員長 

原井川課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 31 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時 35 分） 

○井関委員 

多分これ山本委員のところでやられている実証

実験じゃないかなと思うんですけども、この事業

を何件か増やすということでよろしいんですか。 

○原井川政策推進課長 

今ほど、井関委員が言われたとおり、現在は１

件で県の事業を使って昨年度実施をしております

が、今年度この事業交付金を使いまして、新たに

２件増やすというような計画になっております。 
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○井関委員 

この事業があとずっと続けてどんどん増えてい

くような事業になるかどうかっていう見通しはあ

るんでしょうか。 

○原井川政策推進課長 

実際には上下水道課の事業ですので詳細は不明

なとこもありますが、人口減少が進む中で先ほど

も少し説明しましたが、水道施設の維持管理する

のがなかなか困難な状況に至っておりますので、

こういった実証実験を積み重ねることで、拡大浸

透するというような可能性はあるというふうに考

えております。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 66 号「西予市過疎

地域持続的発展計画の変更について」原案に賛成

の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

続きまして、議案第 67 号「令和６年度西予市

一般会計補正予算（第２号）」政策推進課所管分

についてを議題といたします。 

原井川課長の説明を求めます。 

○原井川政策推進課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」のうち政策推進課所

管分について御説明させていただきます。歳入歳

出予算の補正につきまして、歳入予算から御説明

させていただきます。 

予算書 12 ページをお開き願います。 

14 款国庫支出金、2 項国庫補助金、8 目総務費

国庫補助金、2 節地域振興費国庫補助金のデジタ

ル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイ

プ）3240 万 7000 円の減額につきましては、市単

独計画西予市移住定住地方創生人材育成プロジェ

クトに基づき実施する各事業については、元来、

令和５年度で３年間の交付金計画期間が終了する

予定でした。しかし、令和５年度内に、企業版ふ

るさと納税の寄附を受領するなど要件を満たすこ

とによって、期間を延長する特例措置を受けるこ

とができることから、適用に向けた申請を行って

おりましたが、県連携事業である情報システム管

理運用事業も含め不採択となったことから、歳入

を減額するものでございます。 

次に、同じ説明欄にございます過疎地域持続的

発展支援交付金について説明させていただきます。 

先ほど議案第 66 号で御説明させていただいた

とおり、本交付金は、過疎地域の地域課題解決を

図り、持続的発展に資する取組として、過疎の市

町村が実施するＩＣＴ等技術活用事業を支援する

もので、この度、上下水道課が実施する小規模分

散型水循環システムによる過疎地域における持続

的な給水モデル実証事業が採択となったことによ

り、歳入として 2000 万円を増額するものでござ

います。 

次に、歳出予算について御説明させていただき

ます。 

予算書 22 ページをお開き願います。 

2 款総務費、9 項企画費、1 目企画管理費につ

きまして、増額となっている 253 万 2000 円は、

職員給与費であるため、総務課が所管であります

ので本課の所管外ではありますが、補正額の財源

内訳の特定財源、国庫支出金 224 万円の減額につ

きましては、先ほど歳入予算で御説明させていた

だいた、デジタル田園都市国家構想交付金（地方

創生推進タイプ）の減額に伴い、充当していた大

学連携推進事業の国庫支出金を減額し、その分の

同じ額を一般財源で増額するものでございます。 

以上、政策推進課所管分の説明とさせていただ

きます。よろしく御審議の上、御決定くださいま

すようお願いいたします。 

○竹﨑委員長 

原井川課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○まつもと委員 

デジタル田園都市国家構想交付金が不採択にな

ったけれども一般財源から先ほど説明あった、や

るっていう事業を決めた事業の内容、簡単でいい

ので教えてください。 

○原井川政策推進課長 

政策推進課が担当となっております大学連携推

進事業についてでございますが、これは大学の教
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員等が、西予市の教育文化産業等の発展を図るた

め地域貢献やまちづくりのために行う研究等の事

業に対して、補助を行う西予市地域貢献研究事業

補助金それと、西予市に設置してある愛媛大学地

域協働センター南予を利用して、市内の宿泊施設

を利用する学生等に宿泊料の一部を補助する愛媛

大学地域協働センター南予利用者宿泊補助金の２

つの事業がございます。どちらも令和元年度から

実施をしておりまして、西予市の様々な研究やフ

ィールドワークに利用されております。また学生

と市民との交流も図られている事業となっており

ます。 

○竹﨑委員長 

そのほかにありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

それでは以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」政策推進課

所管分について原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手多数により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 43 分） 

 

 【デジタル推進課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時 48 分） 

続きまして、デジタル推進課の審査に移ります。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」デジタル推進課所管分について

を議題といたします。 

浦田課長の説明を求めます。 

○浦田デジタル推進課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」のうち政策企画部デ

ジタル推進課所管分について御説明をさせていた

だきます。 

それでは、補正予算書に基づき、歳出予算につ

きまして御説明をいたします。なお、歳入予算に

つきましてはございませんので、御説明をしてお

きます。 

補正予算書 17 ページ、18 ページにかけて御確

認をお願いいたします。 

2 款総務費、1 項総務管理費、11 目情報推進事

業費、情報システム管理運用事業の 1201 万

7000 円の増額につきましては、令和６年８月を

もって１年間のライセンスが終了となるマイクロ

ソフト社が提供するワードやエクセル等オフィス

ソフトを９月以降も使用するために、ライセンス

更新を行うこととしておりましたが、先般、円安

等の影響により、４月１日から価格改定がなされ、

あわせて４月１日からマイクロソフト 365 に含ま

れて販売されていたビジネスチャットツールのＴ

ｅａｍｓが、同ライセンスから分離されると発表

があったことに伴い、別途Ｔｅａｍｓ単独ライセ

ンスの購入が必要となったことから、当初予算計

上額に不足が生じ、その差額分のシステム使用料

1229 万円を増額するものであります。 

同じく情報システム管理運用事業でございます

が、令和６年度愛媛県及び県内 20 市町で構成す

る愛媛県市町ＤＸ推進会議において、申請をして

いたデジタル田園都市国家構想交付金が不採択と

なったことに伴い、同交付金の負担金 27 万

3000 円を減額するものであります。通常、愛媛

県市町ＤＸ推進会議などの事業実施は、県及び各

市町からの負担金により実施しているところであ

ります。令和６年度においては、県及び 20 市町

共同でデジタル田園都市国家構想交付金をあわせ

て申請し、自治体ＤＸ推進における専門的な助言、

サポートを県市町広域に行っていく高度デジタル

人材シェアリング事業でのＤＸ専門官の拡充を計

画していたところ、県の同交付金は採択をされま

したが、20 市町の同交付金は不採択となった次

第であります。 

今回の結果に伴い今年度の高度デジタル人材シ

ェアリング事業でのＤＸ専門官は３名体制での実

施となり、本市におきましても、愛媛県市町ＤＸ

推進会議と連携を図りながら、高度デジタル人材

シェアリング事業などを積極的に活用していきた

いと考えております。 

なお、負担金の減額に係る歳入の予算の減額に

つきましては、政策推進課が所管となりますので、

説明は省略をさせていただきます。 

続きまして、職員給与費（情報推進事業費）の

1821 万円の増額補正につきましては、一括にて
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所管課であります総務課から説明をされましたの

で、省略をさせていただきます。 

以上で、デジタル推進課所管分の説明を終わり

ます。よろしく御審議の上、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

浦田課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○まつもと委員 

今の交付金、県は採択されて 20 市町採択され

なかった理由ってあるんですか。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 53 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時 53 分） 

○浦田デジタル推進課長 

不採択となりまして、恐らくこの事業につきま

しては県分がついてますので、事業に対する影響

はないと判断をしておりますけど、不採択となっ

た理由につきましては、具体的な採択要件につい

ては示されておりませんが、国の予算枠配分で決

まったものと感じております。 

○まつもと委員 

マイクロソフトオフィスのライセンス更新。こ

れ今回いつまでの分ですか。契約期間はいつまで

ですか。 

○浦田デジタル推進課長 

１年間でございます。期間としましては。 

○山本委員 

１年後の更新もまた２年後の更新も考えてもら

っておりますか、非常にこれライセンスがなくな

ると、学校現場等非常に困るなと横から見ながら、

心配をしておったんですが、予算をつけていただ

いてすごいありがたいなと思いながら、将来のこ

とを心配しております。 

○浦田デジタル推進課長 

当然、仕事にも影響がありますので１年ごとの

更新ということで行政としましても、更新のライ

センスというのは、予算要求するつもりでおりま

すが、ただこれあくまでもマイクロソフト社の独

占企業でありますので、今回もちょっと値上げに

よって変わってますので、そのときの景気変動に

よって変わる場合があろうかと思います。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にないようです。それでは、以上で質疑を終

結といたします。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」のうちデジタル推進課所管分に

ついて、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 10 時 56 分） 

 

【教育部】 

【教育総務課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 10 時 59 分） 

それではこれより、教育総務課の審査を行いま

す。最初に谷口部長の挨拶をいただきます。 

○谷口教育部長 

谷口部長が挨拶を行う。 

○竹﨑委員長 

それでは、教育総務課の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」教育総務課所管分についてを議

題といたします。 

宮中課長の説明を求めます。 

○宮中教育総務課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」のうち教育総務課所

管分について御説明をさせていただきます。 

予算書 41 ページをお開き願います。 

10 款教育費、3 項中学校費、1 目学校管理費、

1 億 11 万 3000 円に 255 万 3000 円を増額し、1 億

266 万 6000 円とするものでございます。 

今回の補正は、宇和中学校で使用している高圧

受電設備の経年劣化が著しいことから、取替え更

新を行うものでございます。高圧受電設備につき

ましては、経年劣化により、高圧機器の事故が発

生をしますと、停電復旧に時間を要するとともに、

機器の火災等により、人や建物への被害も想定さ

れることから本工事を行うものでございます。 
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よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

宮中課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

宇和中学校の受電設備経年劣化ということは聞

いてますが、ほかの中学校今のところは大丈夫で

すか。 

○宮中教育総務課長 

市内 17 校ございますが、昨年度城川のほうで、

同じように経年劣化をしているものがございまし

たのでそちらは終えたんですが、宇和中学校だけ

昨年能登半島の地震の関係がちょっとございまし

て、予算は計上しておりましたけれども、物資自

体が調達出来ないという状態になりましたので、

今回改めて補正で対応させていただくという形で

今回予算を計上させていただいているところでご

ざいます。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にないようですので、以上をもって質疑を終

結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」教育総務課

所管分について、原案に賛成の委員の挙手を求め

ます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時５分） 

 

 【学校教育課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時７分） 

これより、学校教育課所管分に移ります。議案

第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正予算

（第２号）」学校教育課所管分についてを議題と

いたします。 

青木課長の説明を求めます。 

○青木学校教育課長 

それでは、議案第 67 号「令和６年度西予市一

般会計補正予算（第２号）」のうち学校教育課所

管分につきまして、予算書に基づき御説明申し上

げます。 

予算書の 40 ページをお開きください。 

10 款教育費、1 項教育総務費、3 目語学指導外

国青年招致事業の招致旅費負担金 141 万 3000 円

を計上するものです。本事業は、市内小中学校に

おいて、児童生徒の外国語教育の充実を図るため、

外国語の授業及び活動に対し指導補助を行う外国

青年を任用するもので、現在６名がＡＬＴとして

市内小中学校に勤務しております。当初は６名全

員の再任用を予定しておりましたが、そのうち２

名のＡＬＴが退職を希望したため、退職者２名分

の帰国に係る渡航費及び新たに２名のＡＬＴを招

致する渡航費用について、児童生徒の外国語教育

の充実を図るために合わせて追加計上をさせてい

ただくものであります。 

続いて予算書の 41 ページをお開きください。 

10 款教育費、1 項教育総務費、8 目教育振興事

業費のスクールサポートスタッフの報酬等 898 万

9000 円を計上するものです。スクールサポート

スタッフは、教員の業務補助を行う会計年度任用

職員であります。令和５年度は５名のスタッフを

配置しておりましたが、学校からの要望等により、

新たに８名を追加希望したところ含めて 13 名の

配置が県から認められました。県の認可に伴いス

クールサポートスタッフを増員することによって、

教職員の適正な業務の見直しと負担軽減を図り、

より多くの教職員が児童生徒への指導や教材研究

等に、注力できる体制を整備することにより、市

内小中学校における教育活動の充実を図るための

ものです。 

続いて予算書の 46 ページをお開きください。 

10 款教育費、7 項保健体育費、3 目給食センタ

ー運営費の修繕料 149 万 1000 円を計上するもの

です。市内学校給食では、安心安全な学校給食を

提供すべく、厨房機器の点検等を定期的に実施し

ているところです。先般、５月に実施しました厨

房機器点検において、せいよ西学校給食センター

のスプーン洗浄機付き浸漬装置等の調理器具に不

具合が発見されました。今回の点検で指摘を受け

た 11 項目のうち、今夏中の対応が必要と判断を
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した３点について計上するものです。 

１点目は、先ほど申しましたスプーン洗浄機付

き浸漬装置。このポンプ内部に錆が確認され、腐

食が進むとポンプ自体に故障、支障が生じること、

また食器類へ異物が付着する可能性があるため、

ステンレス製ポンプへ交換するものです。 

２点目は食器を洗浄機へ送り出す装置のタイミ

ングベルトと歯車の摩耗が進んでおり、交換が必

要となっております。 

３点目は配送コンテナ車の扉の内側の蝶番の部

分に変形グラつきが生じ、溶接補修が必要となっ

たものです。引き続き、安心安全な学校給食提供

のため、急ぎ修繕対応するためのものであります。 

続いて、予算書の６ページをお開きください。 

第２表債務負担行為補正として、小中学校校務

用パソコン等のリース料 1997 万 8000 円、小中学

校校務系システム使用料 4182 万 9000 円を計上し

ております。このことについては、現在使用して

いる小中学校校務用パソコンが、令和７年３月に

リース期間が終了となることに伴い、新たな校務

用パソコンのリース料と、クラウドを活用した新

たなシステムを導入するためのものであります。 

６月補正として債務負担行為を計上させていた

だいた理由としましては、新たなシステムを構築

すること及びパソコンの設定等に準備期間が必要

となるため、令和６年 10 月には導入に係る契約

を行う必要があり、このたび債務負担行為を計上

させていただいた次第です。なお今回のパソコン

の更新では、校務用パソコンを活用した授業機会

の増加を目指しており、日常的にパソコンを使用

する環境を構築するために、持ち運びで便利なそ

して長時間バッテリーが持続するモバイルパソコ

ンへ切り替えることを計画しております。 

続きまして歳入について御説明いたします。 

13 ページをお開きください。 

15 款県支出金、2 項県補助金、7 目教育費県補

助金、5 節教育総務費県補助金として、歳出で説

明いたしましたスクールサポートスタッフ配置事

業費県補助金 576 万円を計上しております。これ

は先ほど歳出予算で御説明いたしましたスクール

サポートスタッフの増員に係るものであり、愛媛

県スクールサポートスタッフ配置事業費補助金交

付要綱に基づき、予算計上をするものであります。 

以上、説明とさせていただきます。よろしく御

審議いただいたらと思います。 

○竹﨑委員長 

青木課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○山本委員 

13 ページの今ほどのスクールサポートスタッ

フですけど 13 名の小学校、中学校の配置の内訳

を教えてもらえますでしょうか。 

○青木学校教育課長 

配置の内訳なんですけれども 13 名ということ

で、逆に言うと配置してないのが４校になります。

大野ケ原小学校そして野村小学校、野村中学校、

三瓶中学校ここについては配置がなされておりま

せん。 

○井関委員 

今の４校に配置されてない理由っていうのは。 

○青木学校教育課長 

昨年度は５校に配置ということで、大変成果が

上がっているということから、それぞれの残りの

学校にもあわせて希望をとりました。その中で今

配置がない４校のうち３校については希望があり

ませんでした。というのも、ここについては、学

校補助員これは障がい者雇用の促進から学校の手

伝いで入っている学校があったりしました。 

また、希望は大野ケ原小学校からあったんです

が、今年定数増ということで２名教職員が増えて

おりますので、必要ないと委員会で判断をし配置

をしておりません。 

○二宮委員 

一般財源が 322 万 9000 円ということで、後は

国補助ということでいいんですかね。 

○青木学校教育課長 

こちらのほうは５分の３以内が県のほうから補

助金と支出をされるようになっております。なお

スタッフ１人当たり上限は 62 万円というような

条件があるんですが、県の補助が５分の３という

ことになっております。 

○まつもと委員 

このスクールサポートスタッフは、教職員の補

助ということで子どもへの支援はされないんです

よね。 

○青木学校教育課長 

基本的には学校の全ての業務、教員が持ってい
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る業務の中で適正な業務になるように、いろんな

手伝いをしてもらうんですが、直接、なかなか児

童生徒に関わることはないんですが、テスト、プ

リント類の採点でありますとか、ときには実際授

業で使用する教材について作成をしたり、教員の

補助にはなるんですけれども、間接的に子どもた

ちへの指導に役立っているというふうにとらえて

おります。 

○竹﨑委員長 

そのほかありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にないようです。それでは、以上で質疑を終

結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」学校教育課

所管分について、原案に賛成の議員の挙手を求め

ます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 20 分） 

 

 【まなび推進課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時 25 分） 

続きまして、まなび推進課の審査に入ります。

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正予

算（第２号）」まなび推進課所管分についてを議

題といたします。 

大﨑課長の説明を求めます。 

○大﨑まなび推進課長 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」のうちまなび推進課所管分につ

いて説明をさせていただきます。 

予算書は 43 ページとなります。 

10 款教育費、5 項社会教育費、1 目社会教育総

務費の特定財源、国庫支出金 470 万 2000 円の減

額補正について説明いたします。 

当初予算で計上しておりました、歳入のデジタ

ル田園都市国家構想交付金総額 3240 万 7000 円が

不採択となりました。そのうち、高校魅力化事業

に充当しておりました 470 万 2000 円を一般財源

へ組替えするものです。予算書では、職員給与費

の減額措置と相殺しまして、一般財源 330 万

6000 円の減額となっております。 

続いて、予算書は 45 ページとなります。参考

資料は事前に送付しておりますので御覧ください。 

10 款教育費、6 項文化振興費、8 目歴史民族施

設運営管理費、明浜歴史民俗資料館管理運営事業

ですが、４月 17 日深夜に発生いたしました豊後

水道を震源とする地震によりまして、展示ケース

のガラスや外壁、玄関入り口付近のコンクリート

柱に損壊がありましたので、修繕に向けた工事請

負費 143 万円を計上するものでございます。 

損壊の状況ですが、室内壁面に固定された展示

ケースのガラス２枚が割れましたのと、外壁のタ

イルが縦１列に剥がれ落ちているところが２カ所

あります。また、外回りのコンクリート柱２本に

縦の亀裂が入りました。予算はこれらの修繕を行

う経費としております。なお発災後においては、

臨時休館としております。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

大﨑課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○まつもと委員 

ガラス割れた状況すごい大変だなと思って、先

日の地震規模で、このように割れてしまうんだっ

たらこの修繕には強化するっていう形の修繕をさ

れるんでしょうか。 

○大﨑まなび推進課長 

修繕に関しましては、現況復旧ということです

ので、厚さが８ミリですけれども、こちら２メー

トル四方のガラスを２枚張りかえるということに

しております。 

○竹﨑委員長 

ほかにありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」まなび推進

課所管分について、原案に賛成の委員の挙手を求

めます。 
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 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 30 分） 

 

【消防本部】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時 33 分） 

それではこれより消防本部の審査を行います。

審査に先立ちまして、宇都宮消防本部消防長より

挨拶をお願いいたします。 

○宇都宮消防本部消防長 

宇都宮消防本部消防長が挨拶を行う。 

○竹﨑委員長 

それではこれより消防本部の審査を行います。 

議案第 72 号「西予市消防署災害対応特殊消防

ポンプ自動車の取得について」及び議案第 73 号

「西予市消防署災害対応特殊救急自動車の取得に

ついて」の２議案について関連があるため、一括

議題といたします。 

山本消防総務課長の説明を求めます。 

○山本消防総務課長 

議案第 72 号「西予市消防署災害対応特殊消防

ポンプ自動車の取得について」及び議案第 73 号

「西予市消防署災害対応特殊救急自動車の取得に

ついて」関連がございますので、一括して御説明

を申し上げます。 

当消防本部が令和７年度から管轄を予定してお

ります三瓶町に配備する災害対応特殊消防ポンプ

自動車と、災害対応特殊救急自動車を購入するも

のでございます。 

このたび購入する消防ポンプ自動車は、泡消火

システムなどの高度な機能を兼ね備え、より複雑

多様化する火災事象にも対応するものでございま

す。また、大規模災害に対応するため、緊急消防

援助隊として活動することのできる仕様としてお

ります。 

次に、救急自動車の購入につきましても、同じ

く三瓶町に配備するもので、救急救命処置に必要

な高度救命資機材を兼ね備え、より質の高い救急

業務を実施するとともに、緊急消防援助隊として

活動することができる仕様としております。 

当該車両の購入について、去る６月 11 日同日

に、指名競争入札の開札を行い、消防ポンプ自動

車につきましては、株式会社岩本商会宇和島営業

所所長増田旭洋氏と、6993 万 8000 円で、また、

救急自動車の購入につきましては、愛媛トヨタ自

動車株式会社大洲店店長藤原靖久氏と、2002 万

円で、６月 12 日に備品購入仮契約を締結しまし

たので、議会の議決を求めるものであります。な

お、詳細な性能及び主要装備については、別紙参

考資料を御参照ください。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○竹﨑委員長 

山本消防総務課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

○信宮副委員長 

今回購入予定されている２つの車両どちらも災

害対応特殊というふうになっておるんですが、救

急車につきましては、今までは高規格救急車です

か。救命救急士が乗って活動できる状態の救急車

が高規格救急車と思っておるんですが、今回災害

対応特殊救急車というこの違いについて、どのあ

たりが変わってるのかお伺いいたします。 

○山本消防総務課長 

緊急消防援助隊の車両につきましては、現在大

規模災害等に活躍する車両であるため、基本的に

災害対応特殊という言葉をつけている状況でござ

います。現在、当消防本部に配備しております消

防車、救急自動車につきましての装備とほぼ変わ

らない状況でございますが、具体的には、救急車

でありましたら四輪駆動方式とするであったり、

緩衝装置を設けるとか、そういったことが必要条

件となっている状況でございます。 

○二宮委員 

今回の２台は市外事業者となっておりますけれ

ども、これは単純に入札結果なのか、また仕様に

よって市内事業者、市外事業者という基準がある

のか。その２点だけ。 

○山本消防総務課長 

入札に関する御質問でございますが、今回の消

防ポンプ自動車及び救急自動車の入札つきまして

は、指定競争入札をしておりまして、５社から７

社を選択して、市内で賄えない場合は、市外の業

者というふうに決めて入札を行った次第でござい
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ます。 

○まつもと委員 

指名競争入札の先に５社か７社の中に市内業者

はあったけれども入札出来なかったっていう意味

ですか。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 43 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時 44 分） 

○山本消防総務課長 

７社のうち西予市の業者は４社、これは消防ポ

ンプ自動車も救急自動車も同じであります。 

○まつもと委員 

ポンプ車、救急自動車ともに、今回 6993 万円

と 2000 万円高くって、普通どれぐらいするもの

で西予市にこの規模というかこの装備があるもの

が初めてなのか、ほかにもあるのかお聞きしても

いいですか。 

○山本消防総務課長 

車両の高額な理由についての御質問でございま

すけれども、ポンプ車によっては、物価高騰によ

り本体価格がシャーシ言いますけども、1.6 倍に

値上がっている状況でございます。令和２年度に

ポンプ車を入れておりますけれども、そのときは

5104 万円、今回先ほど説明しましたが 6993 万

8000 円ということで約 1900 万円増額となってい

るものでございます。救急車に関しましては、平

成 29 年に実績がございまして、その当時は

1782 万円でございました。今回購入する救急車

につきましては、申し上げましたとおり 2002 万

円ということで、救急車については 220 万円の増

額ということでございます。 

○井関委員 

ポンプ車のほうなんですが、変速機がマニュア

ルということなんですけども、署員は全てマニュ

アル車が運転できると理解してよろしいですか。 

○山本消防総務課長 

全員がマニュアルを操作できる運転技術を持っ

ております。 

○竹﨑委員長 

ほかにありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

以上で質疑を終結といたします。それではただ

いまの２議案について、それぞれ採決を行います。 

お諮りいたします。議案第 72 号「西予市消防

署災害対応特殊消防ポンプ自動車の取得につい

て」原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により、当委員会としては原案どおり

可決することに決しました。 

続いてお諮りいたします。議案第 73 号「西予

市消防署災害対応特殊救急自動車の取得につい

て」原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては原案どおり可

決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 48 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時 50 分） 

続きまして消防本部の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」消防本部所管分についてを議題

といたします。 

山本課長の説明を求めます。 

○山本消防総務課長 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」消防本部所管分について説明さ

せていただきます。 

今回の補正は、令和６年度に購入する災害対応

特殊消防ポンプ自動車、高規格救急自動車とその

艤装及び高度救命処置用資機材の常備消防施設整

備事業に係る補正を行うものでございます。 

それでは、予算書の９ページをお開き願います。 

歳入歳出補正予算事項別明細書の歳入の部でご

ざいますが、14 款国庫支出金、補正前の額は

32 億 4332 万 3000 円でございまして、今回補正

額 1 億 9950 万 7000 円を減額させていただき合計

30 億 4381 万 6000 円になるものでございます。 

続いて、 21 款市債、補正前の額は 34 億

8700 万円でございまして、今回補正額 4000 万円

を減額させていただき合計 34 億 4700 万円になる

ものでございます。今回の補正額のうち、消防本

部所管分の詳細につきまして、御説明をさせてい

ただきます。 

予算書の 12 ページをお開きください。 
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14 款国庫支出金、2 項国庫補助金、6 目消防費

国庫補助金でございますが、補正前の額は

2851 万 4000 円で、補正額 989 万 2000 円を増額

させていただき合計 3840 万 6000 円になるもので

ございます。節区分は、1 節消防費国庫補助金

989 万 2000 円を増額させていただくもので、緊

急消防援助隊設備整備費国庫補助金の基準額増加

及びその交付決定によるものです。 

次に、予算書の 14 ページをお開きください。 

21 款市債、1 項市債、6 目消防債でございます

が、危機管理課分を含み補正前の額は 13 億

1100 万円で、補正額 130 万円を減額し合計 13 億

970 万円となるものでございます。節区分は、

1 節消防債で 130 万円を減額するもので、うち消

防本部分については、緊急消防援助隊設備整備費

国庫補助金の基準額増加及び交付決定に伴い、災

害対応特殊消防ポンプ自動車が 910 万円減額とな

るもので、高規格救急自動車及び高度救命処置用

資機材が 70 万円減額となるものです。財源内訳

をまとめますと、国庫支出金を 989 万 2000 円増

額させていただき、地方債を 980 万円減額させて

いただいております。 

この車両は、来年度、三瓶町に配備予定である

災害対応特殊消防ポンプ自動車と高規格救急自動

車であり、緊急消防援助隊として登録する計画と

しております。購入に際し、国庫補助金の申請を

しておりましたが、このたび交付決定がありまし

たので、一部財源の組替えを行うものでございま

す。 

以上、消防本部所管分についての説明とさせて

いただきます。御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

○竹﨑委員長 

山本課長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にはないようです。それでは以上で質疑を終

結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」消防本部所

管分について、原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。（休憩 午前 11 時 56 分） 

 

 【会計課】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午前 11 時 57 分） 

それではこれより、会計課の審査をこれより開

始いたします。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」会計課所管分を議題といたしま

す。 

岩本会計管理者の説明を求めます。 

○岩本会計管理者 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」のうち会計課所管分について御

説明をさせていただきます。 

予算書 16 ページをお開き願います。 

2 款総務費、1 項総務管理費、4 目会計管理費、

6143 万 3000 円を 496 万 8000 円減額し、5646 万

5000 円とするものでございます。今回の補正で

ございますが、会計課職員が令和６年 10 月末ま

で育児休暇を取得していることに伴い、その代替

として雇用する会計年度任用職員に係る経費を計

上しておりましたが、育児休暇中の職員が令和６

年３月末で退職となり、その代替業務がなくなる

ことから会計年度任用職員は、令和６年３月末を

もって任期満了となりました。これにより、会計

年度任用職員給与費 168 万 1000 円を減額するも

のでございます。なお、正規職員に係る職員給与

費につきましては、総務課所管のため説明を省略

させていただきます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○竹﨑委員長 

岩本会計管理者の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度
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西予市一般会計補正予算（第２号）」会計課所管

分について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。 （休憩 午後０時00分） 

 

【議会事務局】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。   （再開 午後０時２分） 

これより議会事務局の審査を行います。 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」議会事務局所管分についてを議

題といたします。 

片山議会事務局長の説明を求めます。 

○片山議会事務局長 

議案第 67 号「令和６年度西予市一般会計補正

予算（第２号）」のうち議会事務局所管分につい

て御説明いたします。 

予算書 15 ページをお開きください。 

1 款 1 項 1 目議会費のうち議会運営事業 70 万

6000 円の補正でございます。当補正は改選に伴

いまして議員報酬 51 万 1000 円と、議員期末手当

19 万 5000 円を、西予市議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例に基づき、増額調整した

ものでございます。 

以上、御審議の上御決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

○竹﨑委員長 

片山局長の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にないようです。それでは以上で質疑を終結

といたします。 

お諮りいたします。議案第 67 号「令和６年度

西予市一般会計補正予算（第２号）」議会事務局

所管分について、原案に賛成の委員の挙手を求め

ます。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手全員により当委員会としては、原案どおり

可決することに決しました。 

暫時休憩を告げる。 （休憩 午後０時３分） 

 

【請願審査】 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午後０時 15 分） 

これより、請願第２号「核兵器禁止条約の署

名・批准を政府に求める請願」を議題といたしま

す。 

請願の内容につきましては、タブレットに配信

しておりますので、説明は省略いたします。お目

通しをお願いいたします。 

では、大森議員がこちらにお越しいただいてお

りますので、これより説明をいただきたいと思い

ます。 

○大森議員 

核兵器禁止条約の署名・批准を政府に求める請

願について、皆様にお話をしたいと思います。 

今回の核兵器禁止条約の署名・批准を政府に求

める請願の件なんですが、請願事項としましては、

１つ、唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約を

１日も早く署名批准すること。１つ、それまでの

間は、オブザーバーとして、締約国会議及び検討

会議に参加すること。この２点であります。そし

て、請願者の団体名としましては、愛媛県原爆被

害者の会会長岡本教義ということで、私大森揚子

が紹介議員となっております。 

この核兵器の禁止条約ということですが、皆さ

んも御存じだとは思うんですが、私も簡単に資料

を作らさせていただきましたので、ちょっとお目

通しをしていただいたらと思います。２ページ目

に核兵器禁止条約とはという分かりやすい資料が

ありましたのでつけさせていただきました。ちょ

っと読まさせていただきます。国際社会における

核兵器の非人道性に対する認識の広がりや、核軍

縮の停滞などを背景に、2017 年７月７日核兵器

禁止条約が国連加盟国の６割を超える 122 カ国の

賛成により採択され、多くの国が核兵器廃絶に向

けて、明確な決意を表明しました。2020 年 10 月

24 日に、批准した国が発行要件である 50 カ国に

いたしました。条約は批准から 90 日後となる

2021 年１月 22 日に発効を迎えました。批准国は

2023 年１月現在 68 カ国となっております。概要

としまして、（１）被爆者に言及、前文で言及を
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しております。条約は、被爆者の苦しみと被害に

触れ、人道の諸原則の推進のために、核兵器廃絶

に向けて被爆者などが行ってきた努力にも言及し

ています。（２）第１条で、核兵器の開発、実験、

製造、取得保有、貯蔵、移譲、使用、使用の威嚇

などの活動をいかなる場合にも禁止しています。

（３）第４条で定められた期限までに、国際機関

の検証を受けて、核兵器を廃棄する義務を果たす

ことを前提に、核保有国も条約に加盟できると規

定しています。（４）第６条で、核実験や核使用

により、地域が汚染された場合は、環境改善に向

けて必要な措置をとるべきことが規定されていま

す。（５）第７条で、被害者の支援と被害に遭っ

た締約国に十分な支援を提供する責任について規

定されています。（６）第８条で、この条約の適

用や履行、核軍縮のさらなる措置において、検討

や決定のため定期的に締約国会議を開催すると規

定されています。 

これがこの核兵器禁止条約の概要なんですが、

流れとしまして、１枚目に資料を作ってきました。

核兵器の開発、製造、保有、使用を禁止する初め

ての国際条約です。前文において、被爆者の苦痛

に対する憂慮とともに、国際人道法と国際人権法

の原則が核兵器廃絶に関して再認識されました。

流れとしましては、1996 年４月に起草され、

2017 年７月に国連総会で賛成多数にて採択、

2020 年 10 月には発効に必要な 50 カ国の批准に

達し、2021 年１月 22 日に発効をいたしました。

2024 年１月 15 日現在の署名国は 93 カ国。批准

国は 70 カ国。2021 年 10 月はノルウェー、11 月

にはドイツがオブザーバー参加を決めておられま

す。この条約の採択を含め、批准には 2007 年に

結成された核兵器廃絶国際キャンペーンＩＣＡＮ

の貢献が大きいとされ、ＩＣＡＮは 2017 年 10 月

6 日にノーベル平和賞を受賞されました。ノーベ

ル平和賞受賞のときの代表演説をされたのが、サ

ーロー節子さんという広島出身の高齢の女性の方

なんですが、テレビにもよく出られましたので皆

さん、お顔は見たらちょっと御存じの方も多いと

思います。ちょっとふくよかな女性の方です。こ

のサーロー節子さんについて、私のほうから紹介

をさせていただきます。1945 年８月６日 13 歳中

学校１年生だったサーロー節子さんがいた広島の

町の上空で原発が炸裂した。爆心地から 1.8 キロ

の場所で倒壊した建物の下敷きになった。諦める

な、光が見えるだろう、そこに向かって這ってい

け、体を動かせない暗闇の中で聞いた声と、差し

込んできた光を信じ、逃げ出して生き延びること

が出来たが、姉や４歳の甥など親族８人をなくし

た。そして同じ女学校の同窓生 351 人が亡くなっ

た。サーローさんは大学卒業後、アメリカに留学、

結婚を機に移り住んだカナダを拠点に、世界各国

で被爆体験を語り、核兵器廃絶を訴えてきた。い

つも亡くなった同級生の名前が書かれたものを持

って被爆体験を語ってきた。その言葉は、国際交

渉の場で各国政府の外交官を動かし、2017 年に

は国連で核兵器禁止条約が採択されるのに貢献。

同じ年に、ＩＣＡＮ核兵器廃絶国際キャンペーン

ノーベル平和賞を受賞した際には、被爆者として

初めて授賞式でスピーチを行った。被爆直後、瓦

礫の下から逃れた経験を語り、光に向かって這っ

ていけと、厳しい状況の中でも、核廃絶に向けた

取組を続けなければいけないと訴えた。アメリカ

による広島長崎への原爆の投下から間もなく

79 年。サーローさんは、被爆地から発信される

言葉を受け止めてほしいと考えている。これはＮ

ＨＫのインターネットから拝借をいたしましたこ

の文章は、こういう核兵器条約が発効するのに、

非常にサーロー節子さんが御活躍をされていると

いうことを御紹介いたしいたしました。 

そしてもう１つは、請願者の団体名なんですが、

ちょっと皆さん、あまりなじみのない団体名かと

思います。私もそれほど知らないんですけど、愛

媛県原爆被害者の会というその会御紹介させてい

ただきます。この原爆被害者の会というところ、

これもＮＨＫの松山放送局がウェブニュース特集

で愛媛インサイトという番組で 2023 年７月 19 日

に被爆者は瀬戸内を渡ったのか、知られざる救援

ルートを追うということで、ＮＨＫの松山放送局

の吉本悠貴さんが番組をつくられております。そ

して、ちょっと読んでもらったら分かるんですけ

ども、最初に取材に伺った先が、そこでまず初め

に愛媛県の被爆者団体愛媛県原爆被害者の会を訪

ねましたということで、ここで愛媛原爆被害者の

会というのが出てくるんですけども、事務局長の

松浦秀人さん 77 歳はまだ母親のおなかの中にい

るときに被曝したいわゆる胎内被曝者です。松浦

秀人さんの母親は広島で被爆されました。秀人さ
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んを身ごもっていたため、８月８日には愛媛に帰

られたそうです。どうやって愛媛に帰られたのだ

ろうということで疑問を持たれて番組をつくられ

るんですが、被爆者は瀬戸内を渡ったのか、知ら

れざる救援ルートを追うという番組がつくられて

いるようです。 

それで団体名の紹介と核兵器禁止条約が発効し

たときに御尽力されたサーロー節子さんの説明を

あわせて紹介させていただきまして、私の請願の

お願いといたします。ぜひ県内、結構頑張ってお

られるところもありますのでぜひ御検討いただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後０時 25 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午後０時 44 分） 

ただいまの請願内容について、御意見をいただ

きたいと思います。 

○まつもと委員 

私はぜひこの請願採択したいなと思っています。

2021 年にこの核兵器禁止条約が発効されたとき

にすごくうれしかったのを覚えていて、地方議会

からこれを政府に求めていくというのに大変意味

を感じていますので、ぜひ採択したいです。 

○二宮委員 

ここに書かれている請願の気持ちというのは分

からんでもないんですけれども、私の場合は公明

党として、党として以前からこの問題につきまし

ては政府にも提言していったり、国会の中で質問

をしていったり、取り組んでいるところでありま

すし、昨年ですかね、我が党の谷合正明参議院議

員がオブザーバーとして、この会議にも実際に参

加をして取り組んでいるところではありますけれ

ども、ではありますけれどもこの請願をそのまま

出していいのかということについてはちょっと私

は、今のところ異論がありまして、もう今の核兵

器保有国は、１つも入っていない状況の中で、分

断が広がっているこの世界情勢の中で、アメリカ

を含めた核兵器保有国を何とかここに、中に入れ

る努力をしていくというのが先ではないかと、い

うようなところでこの請願を今回採択することに

は反対ということにさせていただきます。 

○井関委員 

日本が核の傘下のもとに、守られているという

ことは重々分かっているわけなんですけども、こ

こに書かれている請願の趣旨を見てみますと、こ

れに反対するような内容ではないと私は思います

ので、国として、なかなかこれに批准出来ないっ

ていうことはあるのかもしれませんが、せめてこ

の趣旨だけは賛成したいなと思いますので趣旨採

択をお願いしたらと思います。 

○竹﨑委員長 

ありがとうございました。 

今、３人から発言していただきますが、どうし

ても言いたいという方ありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○竹﨑委員長 

特にないようです。そしたら、ここで趣旨採択

というお考えも出てきたようですので、趣旨採択

に関して、可否を問うということでよろしいです

か。 

 〔異議なしと言う者あり〕 

○竹﨑委員長 

異議なしと認めます。 

○竹﨑委員長 

これより採決を行います。趣旨採択のご意見が

ありましたので、請願第２号「核兵器禁止条約の

署名・批准を政府に求める請願」について、趣旨

採択に賛成される方は挙手をお願いします。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手少数により、趣旨採択は否決されました。 

続きまして、請願第２号「核兵器禁止条約の署

名・批准を政府に求める請願」について、採択と

することに賛成の方挙手をお願いします。 

 〔賛成者挙手〕 

○竹﨑委員長 

挙手少数により、請願第２号「核兵器禁止条約

の署名・批准を政府に求める請願」については、

私たちの委員会としては、不採択と決定いたしま

した。 

○竹﨑委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後０時 49 分） 

○竹﨑委員長 

再開を告げる。  （再開 午後０時 50 分） 

それでは、本日予定されておりました議案審査

が全て終了いたしましたので、これにて令和６年

第２回定例会総務常任委員会を閉会といたします。 



- 24 - 

 

 

閉会 午後０時51分 

 

西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 

 

 

西予市議会総務常任委員長 

竹 﨑 幸 仁 


